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授業概要 
（内容と進

め方）及び 
課題に対す

るﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
方法 

授業概要／老年看護学では高齢者の健康や生活について幅広く理解し、看護の役割を明確にして個別性のある実践

を行うことが求められている。

そこで老年看護学実習においては、高齢者に特有な健康障害の身体、精神、心理・社会面の特徴を幅広くとらえ、

健康課題が生活に及ぼす影響をアセスメントし、健康の保持増進、疾病予防のために必要な看護援助方法を計画、

実施、評価することについて学習する。特に、多様な価値観や人生観を有している高齢者を尊重する行動をとるこ

とを重視し、実習の体験を通して老年看護の役割について自ら考えることができるよう学習を進める。 
課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ方法／提出されたレポートや実習記録にコメントをつけて返却する。 
 

授業の 
位置づけ 

本学のディプロマ・ポリシー③「専門的知識・技術に基づき、地域に暮らすあらゆる健康レベルの人々にそれぞれ

必要とされる看護を実践することができる」の達成に寄与している。

到達目標 
（履修者が

到達すべき

目標） 

①老年期の身体、精神、心理・社会的な特徴を総合的にアセスメントし、高齢者の健康課題について考え、看護

を実践することができる。

②高齢者が入居、入院する介護保険施設や医療機関の特徴を理解し、高齢者がその人らしく日常生活を過ごすた

めの援助について考え、看護を実践することができる。

③入居、入院前の高齢者の生活や役割を理解し、高齢者が望む生き方や今後のあり方について考えることができ

る。

④高齢者を取り巻く医療・保健・福祉制度や資源について理解し、他職種との連携における看護の役割、独自性

について自分の考えを述べることができる。

⑤高齢者の意思を尊重し、高齢者から学ぶ姿勢や態度で接することができる。

時間外学習

に必要な

内容・時間

※詳細については、実習要項を参照してください。 

授業計画

・実習期間は、令和６年９月９日～令和７年２月２８日のうち２０日間 
・実習時間は、原則として、９：００～１７：００ 
 
※詳細については、実習要項および実習オリエンテーション時配布資料を参照してください。 

三好

藤井

古田

評価方法 
評価基準 

※詳細については、実習要項を参照してください。 

学生への 
助言等 

老年看護学実習では、常に高齢者の立場になって考える習慣を身につけて下さい。また、実習中は体調管理に留意

して下さい。これまでに学んだ知識や自己学習を生かして、考えながら、主体的に学ぶことを期待しています。 
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